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○○なの！ Ûttvce--｣といったソ．

rLZ－」というたソ．

難黙榊確琴
鐸
金野自分のもの／

ぜ;たい管淘ぃノ

親や友儲と切

喧,分汐)思い趣

｢自分と相与I説

自,分の足いをこと

ぃ通り'て形らが!‘ごともある」

令は違う」zと,て灸づき

匙｣蛍亘圭裳できる<J>うに塊と上記の巧呼行動訳淑ぃ減

12



簿鍔鋤蓉
cL-宮都ん

|儀半～3歳頃,ま ●●●

*^AI訊画

ひも

C 瀞鋪は
●●一

)ノ
邸廻

そこ,ひ…

ホ跨場,プ昼人券些11旦皇?ご〕＝二

ﾎ宅､完プ星Ai求子ども(A迂欲を生がし↑ﾂﾐｶーら上争こゑ擦巨力しz.
子ども'て達成盛と自信遁ﾛ朱nhせるのだ'.'I

＜憲歓還生力､す＞ホ琶亨耳プ.エ

Cのおにぎり左ﾉ食γくるとモリモリと力がibいてくるよ」

rゆっくりね把ると体力丈きくほろんだよさあ目をつs,･弓フル9､」

rこしKをそ一，上も,乙いうZt̂､」（と.夕剛j､こ‘しLだの垂）

純:ﾃ郡ブ2く等症する＞

「このくつと-、このくつIま．と，つぢが~いい？、

rQちゃん○○を弱､原負いね」

「因,たがあ．○齢ん且カヴてく小る？」

彬易プgく串るく㈱､い'こ＞
（＜,鈴好右ｲﾗい3謝冨)恥ひぎぁとう舌引,はきみ,とを>､雄ら
で在州ぅた乙，気分恥嬢

らわあがこい!､ウ>チが生だ”すごいぞ－1J
くさ<zも’ずめる

j
ハノfok/,

ー

一
《
一
室
■
》
｜Ｉ



子どものしっIブラリース､､（2） 蕊蕊
何度言､zも組わらば､､の'さ… ◎し一tうゃん

･荊卦どもK届いて、､が!'から”

（弱の工2』aｿすぎ､うだ､'丁～）

･こと'す､‘だIﾅで､'ま湘力､ら句I>から.．

･能爵々 声.表楕r*okだ刑…
(ここ,γ¥fImpTĴだけピ）
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